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区分 水稲中心農家 園芸複合農家 生産組織・法人 定年退職者

導入
適性

○ ○ ◎ ○

作付け
の目安

１人で0.5ha
＋繁忙期臨時雇

用

他品目との競
合程度による

2人で１～2ha
＋繁忙期臨時雇

用

1人で0.5ha
＋繁忙期臨時雇用

　　　◎：特におすすめ　　　○：おすすめ

・　農薬散布を定期的に行う必要があります。
その他

・　収量が安定するまで、４～５年ほどかかります。

  

 

● ぶどうは比較的乾燥に強く、やせ地で

も育ちます。 

● 水はけの悪い土地は、果実品質が悪か

ったり、病気が出やすくなるため、排

水性が良く、停滞水がないほ場が適し

ます。 

栽培適地はどんなところ？ 

こんな農家におすすめです！ 

作業内容 

 

●契約栽培なので、販路確保が不要！ 

●一文字短梢栽培により、高度な栽培技術が不要！ 

●水稲春作業と作業ピークが競合しない！ 

●委託醸造によるプライベートブランドワインの製造も可能！ 

●上越生まれの「マスカットベーリーA」を栽培します！ 

おすすめポイント 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上手に栽培するポイント 

●棚設置などの初度的経費が 60 万円/10a 程度かかります。 

●経営規模に応じ、防除機械が必要になります。大規模（1ha～）：スピードスプレヤ

ー（500 万円～） 小規模（～1ha）：セット動噴（50 万円～） 

●水はけの悪い水田での栽培は、明きょや暗きょの設置等、ほ場改良が必要です。でき

れば、畑地や若干の傾斜地などの方が適しています。 

●積雪量によって、仕立て方を変えます。標準地→一文字短梢栽培 豪雪地→垣根栽培 

●5 月中旬～7 月と 9 月中旬～10 月上旬に人手が必要です。 

●定植から初収穫まで約３年、成木化し収量が安定するまで約５年かかります。 

●根域制限栽培法により、早期成園化も可能（初収穫 2 年目、成園化 3 年目）です。 

●鳥やたぬき、ハクビシン等の対策が必要になります。 

 

導入上の留意点 

●重点防除期（5 月～7 月）は定期的にしっかりと防除を行うことが重要です。 

●新梢管理、着果管理をしっかりと行うことで、高品質なぶどうが生産できます。 

●ほ場を頻繁に観察し、病害虫の早期発見や、生育ステージの小さな変化を見逃さな

いことが大切です。 

●ぶどうが好きなこと。これが一番大切なポイント!? 

 

どのくらい儲かるの？（10a 当たりの試算） 

●目標収量１3００ｋｇ (10a) 

●単価（契約栽培） 

 ２５０円以上/ｋｇ（品質による） 

●目標売上額（契約栽培） 

３２５，０００円 

●所得（労賃含まず） 

  118,445 円 

●１時間当たり所得 

  約 1,150 円 

●経費 

（労賃含まず） 

 206,555 円 

【主な経費】 

肥料・農薬費 44,131 円 

諸材料費      2,816 円 

光熱動力費    2,465 円 

減価償却費  157,143 円 

（減価償却費は100a経営で試算） 

●労働時間 

     103 時間/10a  

 

       旬別労働時間 


